






























The purpose of this project is research and communication of the value of historic buildings 
in Toyoma. This town is a rare area where traditional town houses, Samurai  houses, temple and 
shrine buildings exist. During This fiscal year, we did survey of 12 historic buildings, such as 
drawing of the buildings or historical value evaluation. In addition to this survey, in order to show 
the outcome of this project to local residents, architectural models exhibition was held.
１） 東北工業大学工学部建築学科 講師
 Lecturer of Department of Architecture, Tohoku Institute of Technology
東北工業大学地域連携センター紀要　EOS































































図 11　旧城下町の伝統建築の悉皆調査 図 12　板蔵の観察
図 13　歴史的町並みの魅力の発表 図 14　学生による研究成果の発表
３．プロジェクトの成果
　単なる学術研究にとどまらず，同時並行で文化財への登録，プロジェクト成果のテレビ
放映（NHK 番組「ひるブラ」2017 年９月 25 日付），展示を伴う成果発表会という「価値
発信」の事業を進めたため，当初目的としていた調査と価値の共有化という目的は成果を
あげつつあると考えている。とくに，町家や町並みの模型を地域の方々に提示した点はき
わめて有効だったと思う。模型を取り囲み，地域の方々があらためて，建築や景観の特性
に気づき，あるいは活発に意見交換する場がうまれたからである。
４．今後の展望
　今年度のプロジェクトは先行研究の少ない町家をターゲットに進めた。一方，はじめに
述べたように，旧城下町には近代洋風建築，武家屋敷，寺社など多彩な建築物が現存して
いる。町並みの悉皆調査によって，広範な歴史的建造物の現存状況は概要を把握した。こ
の成果を用いて次年度以降，これらの多彩なジャンルをどのようなまとまりとして価値を
ストーリー構築するか，文化財のネットワーク化について構想していきたい。そのために
も，本年度実践したような行政と連携した登録文化財の拡充を継続して進めるとともに，
展示や報告会等を通した価値発信の方法についても，より一層の工夫を考えていく。さら
に，前述したように歴史的建造物の調査によって文化庁登録有形文化財となった海老喜を
対象に保存活用事業（ディスプレーのデザインおよび制作）も継続して進めており，地域
の方々や観光客に町の価値を明確に視覚化することを目指していく。
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